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第 18 回 海外日本語教育研究会 

2013 年 3 月 2 日 

  資料 A   

 

1 巻（レベル：A1.1） 

課 あきこ Can-do 1 巻の Can-do 

第 2課         

紹介 

パーティなどで初めて会った人に、自分の名前や国籍、学年など、

非常に基本的な表現を使って自己紹介と挨拶ができる。また、会っ

た人に自分の知り合いを紹介できる。 自分自身と身近な人や場

所について、非常に基本

的な表現を使って紹介が

できる。また、非常に基

本的な質問をしたり答え

たりできる。 

第 3課     

学校 

案内  

非常に基本的な表現を使って、自分の学校の施設や教室の場所を案

内できる。また、そこにあるものについて質問があった場合、非常

にゆっくりとした聞き方であれば答えることができる。 

第 4課     

学校の 

一日 

1.曜日や時刻、授業の時間割などについて、非常に基本的な表現を

使って質問をしたり答えたりできる。 

2.食べ物やスポーツ、科目などの好き嫌いについて、非常に基本的

な表現を使って質問したり答えたりできる。 

 

 

２巻（レベル：A1.２） 

課 あきこ Can-do 2 巻の Can-do 

第 5課     

通学 

通学の方法や通学にかかる時間などについて、非常に基本的な表現

を使って質問をしたり答えたりできる。 

非常に基本的な表現を使

って、自分自身や身近な

人の日常生活について非

常に簡単な情報を述べた

り、日常の活動に誘うや

りとりができる。 

第 6課          

一日の 

生活 

自分や身近な人の日常生活のパターンやその頻度について、非常に

基本的な表現を使って述べることができる。 

第 7課     

買い物 

店やレストランなどで、非常に基本的な表現を使って、品物の特徴

や数を言ったり、値段を聞いて買い物したり注文したりすることが

できる。 

第 8課     

休みの

日 (1) 

非常に基本的な表現を使って、日時や場所を言い、友だちを買い物

や食事など日常の活動に誘うことができる。また、その誘いを決ま

った表現で受けたり断ったりすることができる。 

第 9課     

休みの

日 (2) 

休みの日に行った活動やその感想について、非常に基本的な表現を

使って、質問をしたり答えたりできる。 

第 10 課    

家族 

非常に基本的な表現を使って、家族構成について述べることができ

る。また、自分や家族、周りの人の外見や好みなどについて、ごく

基本的な情報を話すことができる。 
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３巻（レベル：A1.３） 

課 あきこ Can-do 3 巻の Can-do 

第 11 課        

教室 

1.学校の場面で、ゆっくりと分かるように話してもらえれば、先生

や友だちからの短い簡単な指示や依頼が理解できる。 

基本的な表現を使っ

て、簡単な指示・依頼

のやりとりができる。

また、自分と関係のあ

る身近な物や人の特徴

について基本的な語彙

や表現を使って説明し

たり、日常の行動やお

互いの経験について簡

単なやりとりができ

る。 

2.基本的な表現を使って、物の貸し借りなど簡単な依頼をすること

ができる。また基本的で決まった表現を使って依頼を受けたり、理

由を言って断ることができる。 

第 12 課         

交通 

初めて行く場所までの行き方や道順について、基本的な表現を使っ

て聞いたり説明したりできる。 

第 13 課    

友だち 

家族や友人のことを知らない人に、基本的な表現を使ってその服装

や顔の特徴、動作などを説明することができる。 

第 14 課        

旅行 

基本的な表現を使って、2 つ以上のものや場所の特徴を比較する質

問をしたり、答えたりすることができる。また、その中での自分の

好き嫌いについて、述べることができる。 

第 15 課    

料理 

1.料理や旅行など、身近で具体的な経験について、基本的な表現を

使って簡単な質問をしたり答えたりできる。 

2.基本的な表現を使って、料理の作り方や日常の行動などの順番や

手順について説明することができる。 

第 16 課         

おみやげ 

1.基本的な表現を使って、プレゼントやお土産のやりとりの相手に

ついて説明することができる。 

2.基本的な表現を使って、休みの日にしたことや、これからの予定

について、いくつかの例を挙げて話すことができる。 
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４巻（レベル：A２.1） 

課 あきこ Can-do 4 巻の Can-do 

第 17 課    

病気 

病院などで自分の病状を簡単に説明したり、医者がゆっくりはっ

きりと話してくれれば、アドバイスや注意を聞くことができる。

また、相手の健康について、簡単な決まった表現を使ってアドバ

イスすることができる。 
 

簡単な表現を使って、

自分と関係のある身近

な事柄やでき事、イベ

ントなどについて情報

の交換ができる。また

現在の状況の簡単な説

明、それに対するアド

バイス、予定について

の基礎的な交渉などの

やりとりができる。 

第 18 課         

むかしと今 

自分や友達の成長や社会の変化などについて、簡単な表現を使っ

て述べることができる。 

第 19 課    

お正月の 

パーティ 

パーティなどの準備やその進み具合、したいことなどについて、

簡単な表現を使って尋ねたり、アドバイスしたりできる。 

第 20 課    

学校の 

掲示板 

自分の身の周りの出来事や学校での行事について、聞いたり読ん

だり、見たりした情報を、簡単な表現を使って他の人に伝えるこ

とができる。 

第 21 課    

文化祭 

自分が作った物や思い出の品などについて、そのエピソードを簡

単な文を並べて説明することができる。 

第 22 課         

持ち 

合わせ 

簡単な表現を使い、お勧めのポイントや理由を話して、友だちを

誘うことができる。また、友だちが、気が進まなかったり、断っ

たりした場合には代案が提示できる。 
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５巻（レベル：A２.２） 

課 あきこ Can-do 5 巻の Can-do 

第 23 課         

学校の

きそく 

1.学校の規則について、簡単な表現で質問をしたり答えたりできる。 

規則やニュースなど、自

分と直接関係のある情報

について簡単な表現を用

いてやりとりができる。

また、短い文で自分の意

見や希望、計画について

述べたり、許可を求めた

りすることができる。 

2.学校生活の中で、先生や友人などに簡単な表現で許可を求めることが

できる。また、許可を求められたら簡単な表現で答えることができる。 

第 24 課         

社会 

問題 

1.新聞やテレビのニュース、人から聞いた話などの情報を、短く簡単な文で

ほかの人に伝えることができる。 

2.社会で話題になっていることや、自分の興味のある話題について、短く

簡単な文で意見を述べることができる。また、ゆっくりと話されれば他の人

の意見を聞いたりすることができる。 

第 25 課        

将来 

1.将来の職業など、自分の夢や希望について短く簡単な文で述べることが

できる。またそれについて、簡単なやりとりができる。 

2.自分の夢や希望を実現するための計画や準備について、短く簡単な文

で述べることができる。またそれについて簡単なやりとりができる。 

第 26 課         

きかい

の説明 

日常生活で使う機械の使い方について、短く簡単な文で説明することがで

きる。また、ゆっくりとした話し方で説明してもらえれば、使い方が理解でき

る。 
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６巻（レベル：A２.２） 

課 あきこ Can-do 6 巻の Can-do 

第 27 課         

大変な日 

1.短く簡単な文で、自分の嫌な気持ちや困ったりした状況について説明

することができる。 

後悔や残念な気持ち、感

謝の気持ちなど、自分の

感情を簡単な文で表現し

たり、それに対してよく

使う表現で応対したりで

きる。また、待遇表現や

受身表現など、日本語に

特有の表現を使った簡単

な文を理解し、自分でも

簡単な文が作れる。 

2.簡単な表現で、自分の失敗やまちがいを反省したり、相手に謝ったり

することができる。 

3.ほかの人の失敗や困っている様子を見て、よく使われる簡単な表現

で、アドバイスをしたり手伝いの申し出をすることができる。 

第 28 課    

祭り 

伝統的な行事、文化、習慣、古くからの言い伝えなど客観的な情報に

ついて、短く簡単な文を使って事柄を列挙し、説明できる。 

第 29 課  

子どもの 

時の思い出 

両親の躾や習い事など、自分の子どもの時の思い出について簡単な

文で話すことができる。 

第 30 課     

送別会 

1.はっきりとした標準的なものであれば、日本語の待遇表現を聞いて、

必要な情報を理解できる。また、年上の人や目上の人に対して待遇表

現を使うこともできる。 

2.お別れ会や送別会などで、短い練習済みの基本的なものであれば、

感謝の気持ちを表すスピーチができる。 

 

 

 

    


